
平成18年
11月号
No.020

11

主な内容　p2-3決算報告　p4県議・市議選挙　p5姉妹都市交流
p6-10成田空港着陸便高度変更、国勢調査結果、成人式、オオヒシイ
クイ会議、歴史民俗資料館企画展　p16うまいもん　p17稲バラ

表紙　9月30日に行われた、みの
り幼稚園の運動会。親子競技の一
コマです。（関連記事p14-15）
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会計名	 	 収益的収入	 収益的支出	 資本的収入	 資本的支出
江戸崎地区水道事業	 3億7,323万円	 3億2,585万円	 2,973万円	 1億8,660万円
新利根地区水道事業	 1億9,856万円	 1億8,798万円	 411万円	 8,277万円
桜川地区水道事業	 1億7,505万円	 1億6,475万円	 1億5,033万円	 2億1,053万円
東地区水道事業		 3億9,587万円	 3億6,049万円	 979万円	 1億4,459万円
工業用水道事業		 845万円	 819万円	 ー	 ー

平成17年度各会計決算報告

稲敷市の家計簿

減
収
額
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
滞

納
繰
越
分
の
徴
収
率
低
下
に
よ

り
、
若
干
の
減
収
と
な
り
ま
し

た
。な
お
、
市
税
全
体
の
徴
収

率
は
83
・
４
％
で
す
。

◇
地
方
交
付
税

決
算
額
は
50
億
６
３
９
０
万
円
。

前
年
度
比
25･

４
％
の
増
。

　
内
訳
は
普
通
交
付
税
が
45
億

２
１
５
５
万
円
、
特
別
交
付
税

が
５
億
４
２
３
４
万
円
。

　
増
収
の
主
な
要
因
は
、
旧
桜

川
村
の
法
人
税
の
減
収
に
伴
い
、

不
交
付
団
体
か
ら
交
付
団
体
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
交
付
額
が

増
え
た
こ
と
と
、
合
併
に
伴
う

経
費
が
算
入
さ
れ
た
た
め
で
す
。

◇
国
庫
支
出
金

決
算
額
は
17
億
５
２
３
８
万
円
。

前
年
度
比
１
０
５
・
６
％
の
増
。

　
合
併
に
伴
う
補
助
金
５
億
４

０
０
０
万
円
、
生
活
保
護
費
負

担
金
３
億
９
６
２
４
万
円
、
桜

川
中
学
校
建
設
、
市
営
住
宅
建

設
に
伴
う
補
助
・
負
担
金
な
ど

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
市
債

決
算
額
は
13
億
９
６
５
０
万
円
。

前
年
度
比
53
・
５
％
の
減
。

　
16
年
度
に
お
い
て
旧
4
町
村

と
も
積
極
的
に
事
業
を
実
施
し

た
こ
と
、
17
年
度
に
お
い
て
合

併
特
例
債
な
ど
の
大
き
な
借
入

が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
幅
な
減

の
要
因
で
す
。

【
歳	

出
】

◇
総
務
費

決
算
額
は
22
億
９
８
８
１
万
円
。

前
年
度
比
38
・
３
％
の
減
。

主
な
事
業
：
バ
ス
路
線
維
持
事

業
３
１
８
２
万
円
、
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
１
２
２
１
万
円
、

選
挙
経
費
６
５
９
７
万
円
、
統

計
調
査
費
２
４
０
２
万
円

◇
民
生
費

決
算
額
は
40
億
６
７
３
４
万
円
。

前
年
度
比
30
・
５
％
の
増
。

主
な
事
業
：
身
体
障
害
者
支
援

費
制
度
事
業
２
億
８
８
１
万
円
、

身
障
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
事
業
３

１
１
６
万
円
、
敬
老
事
業
１
７

８
４
万
円
、
福
祉
自
動
車
巡
回

事
業
１
４
４
０
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
３
億
２
８

９
８
万
円
、
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
５
億
３
８
２
万
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
4
億
３
６
３
７
万
円
、
放
課

後
児
童
対
策
費
２
７
８
３
万
円
、

江
戸
崎
保
育
園
施
設
整
備
補
助

６
９
０
２
万
円
、
生
活
保
護
費

５
億
１
１
９
４
万
円

◇
衛
生
費

決
算
額
は
18
億
３
１
２
２
万
円
。

前
年
度
比
５
・
８
％
の
減
。

主
な
事
業
：
休
日
診
療
事
業
１

０
３
７
万
円
、
母
子
保
健
事
業

１
５
５
７
万
円
、
各
種
予
防
接

種
事
業
２
５
３
６
万
円
、
上
水

道
事
業
補
助
・
出
資
金
２
億
７

４
６
５
万
円
、
環
境
美
化
事
業

１
０
５
８
万
円
、
不
法
投
棄
対

策
事
業
１
９
８
４
万
円
、
粗
大

ゴ
ミ
収
集
事
業
１
１
６
８
万
円
、

火
葬
斎
場
費
・
塵
芥
処
理
費
負

担
金
７
億
６
３
７
７
万
円
、
し

尿
処
理
負
担
金
２
億
５
３
７
５

万
円

◇
農
林
水
産
業
費

決
算
額
は
12
億
６
１
７
万
円
。

前
年
度
比
15
・
０
％
の
減
。

主
な
事
業
：
水
田
農
業
構
造
改

革
対
策
事
業
２
億
２
０
８
３
万

円
、
農
道
整
備
事
業
７
８
１
８

万
円
、
土
地
改
良
振
興
事
業
２

億
６
２
０
万
円
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
２
億

４
９
０
７
万
円
、
新
利
根
直
売

所
建
設
工
事
５
４
１
８
万
円

◇
土
木
費

決
算
額
は
20
億
３
９
３
６
万
円
。

前
年
度
比
22
・
９
％
の
減
。

主
な
事
業
：
地
籍
調
査
事
業
３

６
０
０
万
円
、
道
路
維
持
費
３

億
６
３
２
６
万
円
、
道
路
新
設

改
良
費
４
億
５
７
０
８
万
円
、

旧
古
渡
橋
架
替
事
業
７
０
０
７

万
円
、
新
利
根
地
区
総
合
運
動

公
園
整
備
事
業
１
億
８
０
６
万

円
、
公
園
管
理
費
３
８
７
９
万

円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
５
億
９
８
１
４
万
円
、

一
般
会
計
決
算
の
概
要

一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳
入
総

額
１
９
２
億
３
６
８
６
万
円
、

歳
出
総
額
１
８
１
億
２
９
０
９

万
円
で
、
前
年
度
旧
4
町
村
お

よ
び
稲
敷
市
暫
定
分
の
合
算
額

と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
32
億

１
３
８
６
万
円
（
14･

３
％
）
の

減
と
な
り
、
歳
出
で
も
29
億
４

３
０
９
万
円
（
14･

０
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

11
億
７
７
６
万
円
と
な
り
、
翌

年
度
へ
の
繰
越
事
業
と
し
て
６

億
１
４
５
４
万
円
を
繰
越
し
て

お
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
３
億

４
８
６
４
万
円
を
充
当
し
た
た

め
、
実
質
収
支
額
は
７
億
５
９

１
２
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
４
億
７
７
３
８
万

円
の
減
と
な
り
ま
す
。

【
歳	

入
】

◇
市
税

決
算
額
は
51
億
２
３
８
９
万
円
。

前
年
度
比
６
・
９
％
の
減
。

　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
な
ど
に

よ
り
、
若
干
の
増
収
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
法
人
市
民
税
の
大

き
な
減
収
に
よ
り
市
税
全
体
の

結
佐
住
宅
建
設
事
業
１
億
８
６

８
万
円

◇
教
育
費

決
算
額
は
33
億
２
６
０
５
万
円
。

前
年
度
比
26
・
５
％
の
減
。

主
な
事
業
：
教
育
系
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
事
業
２
億
５
９
３
６

万
円
、
小
学
校
施
設
維
持
費

２
８
４
１
万
円
、
Ｔ
Ｔ
非
常
勤

講
師
配
置
事
業
２
４
２
２
万

円
、
高
田
小
学
校
旧
校
舎
解
体

事
業
４
６
０
３
万
円
、
高
田
小

学
校
体
育
館
建
設
事
業
１
億
９

９
６
１
万
円
、
中
学
校
施
設
維

持
費
３
７
７
５
万
円
、
桜
川
中

学
校
改
築
事
業
４
億
６
９
１
２

万
円
、
桜
川
総
合
運
動
公
園
野

球
場
改
修
事
業
２
７
８
２
万

円
、学
校
給
食
事
業
４
億
８
３

７
５
万
円

平成17年度の一般会計および特別会計の決算額は、歳入総額346億4,872万円、
歳出総額328億112万円となりました。歳入歳出差引額は18億4,759万円とな
りましたが、この内平成18年度へ事業繰越をしている財源として、4億3,872万
円を繰越しているため、14億887万円が実質収支額となります。
平成16年度は平成17年3月22日合併のため、4町村の打ち切り決算額
と稲敷市の決算額の合算額となりました。その合算額と平成17年度の決
算額を比較すると、歳入で26億6,778万円、歳出で23億2,697万円の
減額となります。
大きな減となる要因ですが、16年度においては各町村とも積極的に普通
建設事業などを行ったこと、また、合併に向けた準備経費などが支出された
ためです。
※1万円未満を切り捨ててあります。そのため、合計額や構成比率などが合
わない場合があります。
稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2800）
稲敷市水道局（江戸崎事務所）tel.029-892-4255

歳入　192億3,686万円
市税	 51億2,389万円	 26.6％
地方交付税	 50億6,390万円	 26.3％
国庫支出金	 17億5,238万円	 9.1％
市債	 13億9,650万円	 7.3％
繰越金	 13億7,853万円	 7.2％
県支出金	 9億5,628万円	 5.0％
諸収入	 7億3,910万円	 3.8％
地方譲与税	 7億848万円	 3.7％
繰入金	 5億8,629万円	 3.0％
地方消費税交付金	 4億2,848万円	 2.2％
その他※	 11億298万円	 5.7％

歳出　181億2,909万円
民生費	 40億6,734万円	 22.4％
教育費	 33億2,605万円	 18.3％
総務費	 22億9,881万円	 12.7％
土木費	 20億3,936万円	 11.2％
衛生費	 18億3,122万円	 10.1％
公債費	 12億9,665万円	 7.1％
農林水産業費	 12億617万円	 6.7％
消防費	 8億6,633万円	 4.8％
諸支出金	 6億8,073万円	 3.8％
議会費	 4億1,207万円	 2.3％
商工費	 1億432万円	 0.6％

会計名	 歳入・歳出
国民健康保険	 歳入	 51億6,638万円
	 歳出	 48億3,480万円
老人保健	 歳入	 48億446万円
	 歳出	 46億8,359万円
公平委員会	 歳入	 50万円
	 歳出	 4万円
農業集落排水	 歳入	 3億9,980万円
事業	 歳出	 3億8,138万円
公共下水道事	 歳入	 27億6,942万円
業	 歳出	 26億4,235万円
介護保険	 歳入	 20億953万円
	 歳出	 19億3,378万円
簡易水道事業	 歳入	 1億4,784万円
	 歳出	 8,349万円
浮島財産区	 歳入	 168万円
	 歳出	 134万円
古渡財産区	 歳入	 384万円
	 歳出	 354万円
基幹水利施設	 歳入	 1億835万円
管理事業　	 歳出	 1億765万円

※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・
交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収入・寄付金

▪一般会計	平成17年度決算

▪水道事業会計	平成17年度決算

▪特別会計	平成17年度決算
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▪
告
示
日

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

12
月
１
日（
金
）

稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙

12
月
３
日（
日
）

▪
投
票
日
・
時
間

12
月
10
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▪
投
票
資
格

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

昭
和
61
年
12
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
18

年
８
月
30
日
以
前
に
稲
敷
市
で

住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
平
成
18

年
12
月
10
日
ま
で
引
き
続
き
稲

敷
市
に
住
所
を
有
す
る
方
。

※
平
成
18
年
９
月
１
日
以
降
に

茨
城
県
内
の
市
町
村
間
で
住
所

を
移
動
し
た
方
で
、
前
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町

村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
転
出
先
（
新
住
所
地
）
の
市
町

村
で
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
発

行
し
て
も
ら
い
、
投
票
所
で
証

明
書
を
提
示
し
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙

昭
和
61
年
12
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
18

年
９
月
２
日
以
前
に
稲
敷
市
で

住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
平
成
18

年
12
月
10
日
ま
で
引
き
続
き
稲

敷
市
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
注
）い
ず
れ
の
選
挙
も
公
職
選

挙
法
第
11
条
各
号
の
欠
格
事
項
、

お
よ
び
同
法
第
11
条
の
２
の
規

定
に
該
当
し
な
い
方
。

▪
投
票
所

投
票
は
市
内
38
か
所
の
投
票
所

で
行
い
ま
す
。投
票
所
入
場
券

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
投
票
所
入
場
券

は
が
き
１
枚
に
世
帯
４
人
ま
で

連
記
さ
れ
て
い
ま
す
。切
り
離

し
て
必
ず
本
人
が
投
票
所
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。選
挙
に
よ
っ
て
期
日
前
投

票
の
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間
：
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

＝
12
月
２
日（
土
）〜
９
日（
土
）、

稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙
＝
12
月

４
日（
月
）〜
９
日（
土
）

時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

場
所
：
稲
敷
市
役
所
各
庁
舎

県議会と市議会の議員選挙が行われます

任期満了（茨城県議会議員：平成19年１月７日、稲敷市議会議員：平成
18年12月21日）に伴う、茨城県議会議員一般選挙並びに稲敷市
議会議員一般選挙が12月に行われます。
この選挙は私たちの代表として県政・市政を担う人を選ぶ大切な
選挙です。忘れずに投票しましょう。
稲敷市選挙管理委員会（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内線2209）

12月10日（日）の投票日に行けない方は期日前投票などをご利用ください

※
仕
事
先
、
旅
行
先
な
ど
の
滞

在
地
で
の
不
在
者
投
票
や
、
指

定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投

票
も
あ
り
ま
す
。（
あ
ら
か
じ
め

手
続
き
が
必
要
で
す
。）

▪
代
理
投
票

身
体
の
故
障
や
字
が
書
け
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に

自
書
で
き
な
い
方
は
投
票
所
の

係
員
に
よ
る
代
理
投
票
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。書
い
た
内

容
が
ほ
か
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▪
郵
便
投
票

「
身
体
障
害
者
手
帳
」「
戦
傷
病

者
手
帳
」
ま
た
は
「
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程
度

な
ど
が
法
定
要
件（
両
下
肢
、
大

幹
、
移
動
機
能
の
障
害
の
程
度
が

１
級
ま
た
は
２
級
、
介
護
保
険
の

要
介
護
状
態
が
要
介
護
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
）
を
満
た
し

て
い
る
方
は
、
自
宅
で
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
行
う
た
め
に
は
、
稲
敷
市
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

有
効
期
間
は
交
付
の
日
か
ら
７

年
間
で
す
が
、
要
介
護
者
の
有

効
期
間
は
、
交
付
の
日
か
ら
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
認
定
の
有
効
期
間

の
末
日
ま
で
で
す
。紛
失
さ
れ

た
場
合
や
有
効
期
限
が
切
れ
た

場
合
に
は
、
再
交
付
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
要
件
や
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
発
行
手
続
き
な
ど
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
選
挙
公
報

立
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
12
月

上
旬
の
新
聞
折
込
で
各
家
庭
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

市
役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め
、
市

の
出
先
機
関
で
も
配
布
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
開
票

日
時
：
12
月
10
日（
日
）午
後
９

時
30
分
か
ら（
即
日
開
票
）

場
所
：
稲
敷
市
江
戸
崎
体
育
館

※
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.city.inashiki.lg.jp

）

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
　

　　
期日前投票を忘れずに！
　　旅行の前に、

感
動
の
カ
ナ
ダ
で
学
ん
だ

こ
と

土
浦
日
大
高
校
１
年

梶
山
孝
史
さ
ん

僕
に
と
っ
て
、
こ
の
姉
妹
都
市

交
流
は
最
高
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
の

人
々
、大
自
然
、生
活
習
慣
、食

生
活
な
ど
、
様
々
な
も
の
に
ふ

れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
驚
き
や

発
見
、
感
動
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。カ
ナ
ダ
の
道
路
は
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。ず
っ
と

走
っ
て
い
て
も
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ

が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
尋
ね
る

と
、「
カ
ナ
ダ
で
は
道
路
に
ご

み
を
捨
て
る
と
１
回
５
ド
ル
の

罰
金
を
払
う
と
い
う
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。カ
ナ
ダ
に
は
、
た
く

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
大
自
然
が

あ
り
ま
す
。カ
ナ
ダ
の
人
達
は

そ
れ
ら
の
自
然
を
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
、
あ
る
い
は

僕
ら
の
住
む
稲
敷
市
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？
道
ば
た
で
は
当

然
の
こ
と
の
よ
う
に
ゴ
ミ
が
見

つ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ゴ
ミ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も

カ
ナ
ダ
と
日
本
の
違
い
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
本

や
稲
敷
市
に
も
す
ば
ら
し
い
自

然
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
自

然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
カ

ナ
ダ
に
学
び
、
考
え
方
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。今
回
の
訪
問

で
自
分
達
の
街
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
い
っ
そ

う
強
く
な
り
ま
し
た
。

感動したカナダ!! 11日間の思い出

8月17日から27日までの11日間、市内の中高校生19人が、青
少年親善大使として姉妹都市サーモンアーム市（カナダ）へ派遣さ
れました。団員たちは、ホームステイをしながら現地の青少年と
の交流を深めました。
団員からのレポートを一部抜粋してご紹介します。
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎ 029-892-2000（内線 2605）

第2回青少年親善大使、姉妹都市サーモンアームへ

カ
ナ
ダ
を
感
じ
て

新
利
根
中
学
校
２
年

宮
𥔎
眞
子
さ
ん

カ
ナ
ダ
と
い
う
国
は
と
て
も
雄

大
で
し
た
。山
、
湖
、
川
、
森
、

そ
し
て
人
々
の
心
、
す
べ
て
が

雄
大
に
思
え
ま
し
た
。私
に
と

っ
て
こ
の
夏
は
有
意
義
な
夏
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
番
心
配
だ
っ
た
の
は
、
や

は
り
、言
葉
の
壁
。し
か
し
、ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
あ

た
た
か
く
私
を
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。私
が
心
掛
け
た
の

は
、
怖
が
ら
ず
、
何
事
も
積
極

的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
。会
話
に
関
し
て
は
、
ど
う

し
て
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
た

め
に
無
口
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
言
葉

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
た
。文
法
な
ん
て
気
に

し
て
い
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。と
に
か
く
単
語
を
た

だ
並
べ
て
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

伝
え
ま
し
た
。案
外
、
通
じ
て

し
ま
う
も
の
で
、
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
た
だ
困
っ
た
の
は
、
相
手
か

ら
の
話
が
理
解
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
こ
と

で
す
。開
き
直
り
、
わ
か
っ
て

い
る
振
り
を
し
て
「Yes,Yes

」

と
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
ご
ま
か
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。み
ん

な
で
団
ら
ん
し
て
い
る
時
も
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
い
つ
も

通
り
ご
く
普
通
に
会
話
を
し
、

笑
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で

も
、
私
に
は
正
直
、
理
解
で
き

な
い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
り

し
ま
し
た
。で
も
、
そ
の
時
の

表
情
や
雰
囲
気
で
話
の
内
容
が

つ
か
め
た
り
し
て
、
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

平成18年青少年親善大使
（敬称略）

団長：石井道朗（江戸崎中）

指導員：橋爪智（新利根中）、
田中久弥子（東中）

団員：木内和希、中川咲希、
若林拓哉、呉東都、佐々木
理菜、梶山孝史、小貫佑介、
宮本直人、黒田奈樹、佐藤
美幸、根本菜奈子、黒岩良
太、池田浩輔、宮本翼、寺田
純、小倉美幸、大黒亜実、宮
﨑眞子、柳町奈都
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平
成
17
年
国
勢
調
査
結
果
発
表

　
市
の
人
口
は
４
万
９
６
８
９
人

５
年
に
一
度
、
日
本
に
住
む
す

べ
て
の
人
を
対
象
に
人
口
や
世

帯
な
ど
を
調
べ
る
国
勢
調
査
。

　
こ
の
ほ
ど
昨
年
10
月
に
行
っ

た
国
勢
調
査
の
結
果
が
総
務
省

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

稲
敷
市
の
デ
ー
タ
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

結
果
概
要

国
勢
調
査
に
よ
る
市
の
総
人
口

は
４
万
９
６
８
９
人
。平
成
12

年
に
行
わ
れ
た
前
回
の
調
査
に

比
べ
、１
５
９
５
人
、３
・
１
％

減
少
し
ま
し
た
。

　
男
女
別
で
は
、
男
性
２
万
４

５
８
２
人
、
女
性
２
万
５
１
０

７
人
と
、
前
回
に
比
べ
男
性
が

８
５
３
人
減
少
、
女
性
が
７
４

２
人
減
少
し
ま
し
た
。

　
世
帯
数
は
１
万
５
０
４
３
世

帯
で
、
前
回
に
比
べ
６
２
０
世

帯
、４
・
３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
茨
城
県
全
体
の
デ
ー

タ
は
「
い
ば
ら
き
統
計
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
い
ば
ら
き
統
計
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
HPhttp://w

w
w.pref.	

ibaraki.jp/tokei/index.
htm●

稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
０
）

労
働
力
調
査
12
月
に
浮
島
地
区
で

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

漏
ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
し
ま
す
。

調
査
開
始
月
：
平
成
18
年
12
月

調
査
地
域
：
稲
敷
市
浮
島
の
一

部（
桜
川
地
区
）

●
茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９

総
務
省
統
計
局
で
は
、
12
月
に

浮
島
地
区
の
一
部
で
「
労
働
力

調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
と
は
、
就
業
状

況
を
調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対

策
な
ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査

で
、
毎
月
全
国
２
９
０
０
の
調

査
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
地
区
内

の
各
世
帯
に
お
伺
い
し
名
簿
を

作
成
。こ
れ
を
も
と
に
調
査
世

帯
を
選
び
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
を
他
に

平成17年 平成12年 増減
総数 49,689人 51,284人 -1,595人（-3.1%）

男 24,582人 25,435人 -853人（-3.4%）
女 25,107人 25,849人 -742人（-2.9%）

世帯数 15,043戸 14,423戸 +620戸（+4.3%）

世帯あたりの人数 3.30人 3.56人
人口密度（人／ km2） 279.0 288.0 ※面積178.12Km2

総数 0〜14歳 15〜64歳 65歳以上 不詳
平成17年 49,689人 6,482人 31,711人 11,496人 -
平成12年 51,284人 7,770人 33,060人 10,446人 8人

表1：稲敷市人口

表2：年齢3区分人口

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
０
／
４
５
０
７
）

固
定
資
産
税（
土
地
、家
屋
、償
却

資
産
）は
、毎
年
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

未
登
記
の
建
物
や
、
滅
失
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
の
場
合
、

取
り
壊
し
て
も
届
出
が
な
い
と

課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

成
田
空
港
着
陸
便
の
飛
行
高
度
変
更

　
市
の
対
応
と
騒
音
結
果
発
表

な
運
行
を
確
保
し
ま
す
。

　
７
月
11
日
か
ら
こ
の
運
用
を

開
始
し
、
現
在
一
部
航
空
機
が

着
陸
高
度
を
引
き
下
げ
着
陸
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
対
応
と
騒
音
結
果

着
陸
機
の
飛
行
高
度
低
下
に
よ

り
騒
音
な
ど
の
被
害
が
心
配
さ

れ
る
た
め
、
市
と
し
て
は
県
を

着
陸
高
度
の
見
直
し

成
田
国
際
空

港
を
利
用
す

る
航
空
機
は

年
々
増
加
し
、

処
理
能
力
の
限
界
で
あ
る
年
間

20
万
回
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
着
陸
便
の
空
中
待

機
に
よ
る
到
着
の
遅
れ
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
こ
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
茨
城
県
上

空
の
着
陸
ル
ー
ト
を
上
下
２
本

に
分
け
、
着
陸
便
の
混
雑
解
消

を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
南
風
時
に
着
陸

す
る
航
空
機
は
、
霞
ヶ
浦
上
の

レ
イ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
（
潮
来
市

北
利
根
橋
付
近
）か
ら
高
度
６
０

０
０
ft
（
約
１
８
０
０
ｍ
）
へ
の

着
陸
降
下
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
高
度
６
０
０
０
ft
と
４

０
０
０
ft
（
約
１
２
０
０
ｍ
）
の

二
つ
に
分
け
る
こ
と
で
、
混
雑

解
消
を
は
か
り
航
空
機
の
円
滑

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
調
査
期
間
中
に

着
陸
高
度
を
引
き
下
げ
た
航
空

機
は
、
全
着
陸
機
１
０
９
３
機

中
70
機
で
全
体
の
６
・
４
％
。

騒
音
の
測
定
結
果
は
、
天
候
の

変
化
や
測
定
時
の
気
象
条
件
に

よ
り
多
少
変
化
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
変
化
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
別
表
１

参
照
）

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

別表1：騒音測定調査

①着陸機の高度変更（6,000フィート→4,000フィート）

による騒音値を比較　②測定期間：高度変更前＝5月
19日〜25日、高度変更後＝7月15日〜22日　③調
査方法：環境省が定めた測定基準に基き午前6時〜午
後11時を測定

調査地点 着陸便の平均騒音値	
変更前調査 変更後調査

稲敷市役所桜川庁舎 64.7dB 63.5dB
阿波崎農村集落センター 63.0dB 62.9dB

通
じ
て
国
土
交
通

省
に
対
し
要
望
書

を
提
出
。飛
行
高

度
の
変
更
は
混
雑

緩
和
の
た
め
必
要

な
場
合
に
限
り
運

用
す
る
な
ど
、
周

辺
地
域
へ
の
影
響

に
つ
い
て
配
慮
す

る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
空
港
会

社
で
は
着
陸
便
の

飛
行
高
度
の
変
更

前
と
変
更
後
の
騒

音
測
定
を
行
な
い

桜川総合運動公園野球場の改修工事
（バックネット設置、内野観客席改修）が
無事終わりました。これを記念し同
球場を本拠地とする茨城ゴールデン
ゴールズが特別試合を行います。多
くの方のご来場をお待ちしていま
す。
入場料など詳細は、11月10日（金）
の新聞折込チラシをご覧ください。
問：稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）
　℡	029-892-2000（内線3700）

欽ちゃん球団本拠地がリニューアル！

茨城GG

YBCフェニーズ
（総監督：谷沢健一）

VS

11/18㊏試合開始午後1時
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トピックス

保
育
所
入
所
案
内

　
受
付
期
間
12
月
１
日
〜
８
日

市
内
の
保
育
所
、
保
育
園
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
児
童
福
祉
課
と

各
総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

期
間

12
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
）※

土
・
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

場
所

各
総
合
窓
口
課（
新
利
根
庁
舎
は

児
童
福
祉
課
）

入
所
基
準

市
内
在
住
者
で
０
歳
児
か
ら
小

学
校
就
学
前
の
児
童
で
、
両
親

や
同
居
の
親
族
な
ど
が
働
い
て

い
た
り
、
病
気
、
出
産
ま
た
は

病
人
の
看
病
な
ど
で
児
童
の
保

育
が
困
難
な
場
合
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７

農
業
所
得
計
算
説
明
会

　
平
成
18
年
分
は
す
べ
て
収
支
計
算

説
明
会
で
は
、
自
分
で
収
支
計

算
を
す
る
た
め
の
記
帳
方
法
な

ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。

●
竜
ヶ
崎
税
務
署
個
人
課
税
第

１
部
門
☎
０
２
９
７
︲
６
０
︲

２
０
２
９

税
務
署
で
は
、
農
業
所
得
計
算

（
収
支
）説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
分
の
農
業
所
得
の

計
算
は
す
べ
て
収
支
計
算
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
経
費
目
安
割

合
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

　
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

ば
、
今
年
分
の
控
除
と
し
て
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
家
族
の
保
険
料
も

納
め
て
い
る
方
は
？

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

世
帯
主
と
配
偶
者
も
連
帯
し
て

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
納
付
額
の
全
額
が

納
付
し
た
方
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
。年
末
調
整
な
ど
の
際

に
ご
自
分
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
と
き
、
ご
家
族
分
の

証
明
書
を
申
告
す
る
方
の
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

自
分
の
年
金
に
つ
い
て

も
っ
と
知
る
に
は
？

年
金
相
談
窓
口
や
電
話
相
談
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
庁
HPhttp://

w
w
w
.sia.go.jp/

控
除
の
方
法

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た

金
額
が
、
所
得
税
、
市
町
村
民

税
な
ど
の
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。申
告
す
る
場
合
は
、
今

年
１
年
間
に
納
付（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
「
控
除
証
明
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　
「
控
除
証
明
書
」（
社
会
保
険
料

｟
国
民
年
金
保
険
料
｠控
除
証
明
書
）

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11

月
初
旬
に
ハ
ガ
キ
で
送
付
さ
れ

ま
す
。年
の
途
中
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
10
月

３
日
以
降
に
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
方
に
は
、
翌
年
２
月

初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
の
内
容

①
本
年
１
月
か
ら
10
月
２
日
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
額

②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額

　
な
お
、
納
付
忘
れ
な
ど
が
あ

る
場
合
も
、
年
内
に
納
付
す
れ

説明会日程
11月14日（火）	 阿見町総合保健福祉会館	 tel.029-888-2940
	 午前9時30分〜11時30分	 定員200人
11月15日（水）	 稲敷市江戸崎公民館	 tel.028-892-4110
	 午前9時30分〜11時30分	 定員686人
11月22日（水）	 美浦村中央公民館	 tel.029-885-4451
	 午前9時30分〜11時30分	 定員280人
11月28日（火）	 稲敷市あずま生涯学習センター	 tel.0299-79-0053
	 午前9時30分〜11時30分	 定員500人
11月30日（木）	 牛久市中央生涯学習センター	 tel.029-871-2300
	 午前9時30分〜11時30分	 定員1200人
	 河内町農村環境改善センター	 tel.0297-84-2843
	 午後1時30分〜3時30分	 定員350人
12月1日（金）	 龍ケ崎市文化会館	 tel.0297-64-1411
	 午前9時30分〜11時30分	 定員1200人
	 午後1時30分〜3時30分	 定員1200人

●
土
浦
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

（
予
約
＝
０
２
９
︲
８
２
２
︲
３
９

４
０
）
土
浦
市
桜
町
１
︲
16
︲

12
／
住
友
生
命
土
浦
ビ
ル
３
階

●
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
年

金
請
求
＝
☎
０
５
７
０
︲
０
５

︲
１
１
６
５
／
年
金
受
給
者
＝

☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲
１
１
６

５●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

保
険
料
納
付
相
談

日
時
：
11
月
20
日（
月
）午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

／
場
所
：
桜
川
庁
舎
分
庁

舎
２
階
大
会
議
室

保育所名	 住所	 問合せ	 定員
市立江戸崎第一保育所	 椎塚1168	 tel.029-892-2246	 80人
市立江戸崎第二保育所	 江戸崎乙482-1	 tel.029-892-4094	 140人
市立桜川保育所	 古渡297-1	 tel.029-894-3703	 70人
私立江戸崎保育園	 江戸崎乙1258	 tel.029-892-2670	 90人
私立新利根つばさ保育園	 角崎1578-2	 tel.0297-87-3600	 120人
私立幸田保育園	 幸田1349	 tel.0299-79-2296	 90人

聞
こ
え
ま
す
か
？
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
あ
な
た
の
一
報
が
命
を
救
い
ま
す

必
要
な
場
合
は
子
ど
も
を
緊
急

に
保
護
し
た
り
、
施
設
に
入
所

さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
秘

密
は
守
り
ま
す
。「
虐
待
で
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
不

安
を
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
あ
な
た
の
一
報
が
子
ど
も
の

命
を
救
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
協
力

近
年
、
子
ど
も
の
虐
待
が
増
え

て
い
ま
す
。親
の
虐
待
に
よ
っ

て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し

い
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

市
の
福
祉
事
務
所
か
県
の
児
童

相
談
所
に
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
児
童
相
談
所
で
は
、
専
門
の

職
員
が
調
査
、
指
導
を
行
い
、

第
３
回
全
国
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
会
議

　
12
月
２
日
、３
日
、江
戸
崎
公
民
館
で

一
の
越
冬
地
で
あ
る
稲
敷
市
で

の
保
護
活
動
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
、「
第
３
回

全
国
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
会
議
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
ユ
ー
リ
・
ゲ
ラ
シ

モ
フ
博
士
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
太
平
洋
地
理
学
研
究
所
鳥
類

研
究
室
）
の
講
演
会
を
は
じ
め
、

全
国
で
ヒ
シ
ク
イ
の
研
究
を
行

雁
の
里
親
友
の
会
で
は
、
国
の

天
然
記
念
物「
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
」

の
生
態
系
や
、
関
東
地
方
で
唯

を
お
願
い
し
ま
す
！

●
茨
城
県
土
浦
児
童
相
談
所
／

土
浦
市
中
高
津
２
︲
10
︲
50
／

☎
０
２
９
︲
８
２
１
︲
４
５
９

５●
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
24
時
間
対
応
）
☎
０
２
９
３

︲
２
２
︲
０
２
９
３

●
稲
敷
市
福
祉
事
務
所
家
庭
児

童
相
談
室（
新
利
根
庁
舎
）
／
稲

敷
市
柴
崎
７
４
２
７
／
☎
０
２

９
７
︲
８
７
︲
３
２
４
７

っ
て
い
る
方
々
の
研
究
発
表
な

ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
写

真
展
を
11
月
28
日（
火
）〜
12
月

３
日（
日
）に
江
戸
崎
公
民
館
フ

ロ
ア
で
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
２
日（
土
）午
後

1
時
〜
／
３
日（
日
）午
前
９
時

〜
▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
２

階
会
議
室
▽
定
員
：
各
日
30
名

●
雁
の
里
親
友
の
会

●
稲
敷
市
農
政
課（
東
庁
舎
）☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
３
）
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企
画
展「
年
賀
切
手
と
年
賀
状
」

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
11
月
１
日
か
ら

る
藤
原
明あ

き
衡ひ

ら
の
著
書
「
明め

い
衡こ

う
往お

う

来ら
い

」に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、
年
賀
切
手
を

は
じ
め
文
明
開
化
し
た
明
治
の

年
賀
状
や
戦
前
戦
後
の
葉
書

を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

電
子
メ
ー
ル
が
発
達
し
た
平

成
の
年
賀
状
も
展
示
し
ま
す
。

　

特
に
昭
和
26
年
か
ら
昭
和

31
年
に
か
け
て
の
年
賀
状
は
、

図
入
り
年
賀
印
が
押
印
さ
れ

た
も
の
で
絵
柄
が
楽
し
く
必

見
で
す
。ま
た
、
川
端
康
成
ほ

か
著
名
人
の
年
賀
状（
複
製
）も

展
示
し
ま
す
。

　
私
た
ち
に
身
近
な
年
賀
状
で

す
が
、
そ
の
時
代
の
世
相
を
反

映
し
た
も
の
が
多
く
、
う
つ
ろ

い
ゆ
く
時
代
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
期
：
11
月
１
日（
水
）〜
平
成

19
年
１
月
21
日
（
日
）
／
休
館

日
：
月
曜
日
、
祝
日（
11
月
３
日

は
開
館
）、
11
月
30
日
、
12
月
28

日
〜
１
月
４
日
／
入
館
時
間
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
。水
曜
日

は
午
前
11
時
開
館

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
稲
敷
市
八
千
石
18
︲
１
）☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

市
立
歴
史
民
俗

資
料
館
で
は
、
企

画
展
「
年
賀
切
手

と
年
賀
状
」
〜
明

治
か
ら
平
成
へ
、

う
つ
ろ
い
ゆ
く

時
の
世
相
史
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
で
は
誰
も

が
利
用
す
る
年

賀
状
で
す
が
、
そ

の
歴
史
は
古
く

平
安
時
代
後
期

の
漢
詩
人
で
あ

青
少
年
の
主
張
大
会

　
11
月
19
日
開
催

青
少
年
育
成
稲
敷
市
民
会
議
で

は
「
稲
敷
市
青
少
年
の
主
張
大

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
中

学
生
が
、
家
族
へ
の
思
い
や
命

の
大
切
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
自
分
の
意
見
を
発
表

し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。会
場
で
中

学
生
の
真
剣
な
思
い
に
耳
を
傾

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
11
月
19
日（
日
）午
後

１
時
〜
▽
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
定
員
５
０
０
人
▽
発
表
者
：

市
内
中
学
生
12
人

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
７
０
５
）

平
成
19
年
成
人
式

　
１
月
７
日
、江
戸
崎
体
育
館
で
開
催

市
で
は
平
成
19
年
成
人
式
を
開

催
し
ま
す
。成
人
者
抱
負
発
表
、

講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）
／

受
付
＝
午
前
９
時
30
分
〜
／
式

典
＝
午
前
10
時
30
分
〜

場
所

江
戸
崎
体
育
館（
１
か
所
で
開
催
。

座
席
は
地
区
別
。）

対
象

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
62
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
在
住
の

方
。※
現
在
市
内
に
お
住
ま
い

で
な
い
方
で
も
、
市
内
の
小
中

学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
対
象
。

案
内
状
は
12
月
中
旬
頃
に
発
送
。

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
７
０
５
）

●
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
（
会

田
・
鳥
羽
）☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
１
０
３

オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
写
真
展

日
時
：
11
月
15
日（
水
）〜
30
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
９
時
※

月
曜
休
み
／
場
所
：
カ
フ
ェ
＆

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
池
田
屋
」（
江
戸

崎
甲
６
９
４
︲
２
）

●
江
戸
崎
雁
の
郷
友
の
会
（
宮

本
喬
）
☎
０
２
９
︲
８
８
５
︲

２
０
２
１

霞
ケ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
秋
の
感
謝
祭

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）で
は
、

秋
の
感
謝
祭
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
土
浦
駅
東
口
か
ら
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
25
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
／
内
容
：
①
霞

ヶ
浦
の
魚
試
食
、
常
陸
秋
そ
ば

試
食
②
昔
の
霞
ヶ
浦
流
域
の
暮

ら
し
の
写
真
展
（
鴻
野
伸
夫
氏
）

③
竹
と
ん
ぼ
教
室
、
葉
脈
し
お

り
教
室
、
投
網
体
験
④
県
農
産

物
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
（
試
食
・

販
売
）

●
茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
企
画
交
流
課
☎
０
２
９

informationくらしと情報

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
の
れ
ん
こ
ん

加
工
食
品
を
展
示
す
る
全
国
加

工
品
フ
ェ
ア
も
同
時
開
催
。

日
時
：
11
月
10
日（
金
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
／
場

所
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

●「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
」フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
茨
城

県
県
南
地
方
総
合
事
務
所
農
業
課
）

☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲
７
０
８
６

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）
☎

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８
５

ベ
ン
チ
プ
レ
ス

選
手
権
大
会

第
６
回
茨
城
県
市
町
村
対
抗
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会
（
団

体
戦
）
と
第
６
回
阿
見
町
近
隣

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会

（
個
人
戦
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
：
12
月
３
日（
日
）午
前
８

時
30
分
＝
受
付
・
検
量
、
午
前

10
時
＝
開
会
式
／
会
場
＝
江
戸

崎
総
合
高
等
学
校
／
参
加
費
＝

２
０
０
０
円（
１
名
）※（
社
）日

本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

登
録
費
が
別
途
必
要
。ま
た
、

団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
３
名
以
上

の
参
加
が
必
要
。
／
申
込
締

切
：
11
月
24
日（
金
）

「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
」

フ
ェ
ア
開
催

11
月
１
日
か
ら
30
日
の
１
か
月

間
、「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
」フ

ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
生
産
量
・
生
産
額
と
も
に
日

本
一
の
れ
ん
こ
ん
産
地
を
形
成

し
て
い
る
霞
ヶ
浦
流
域
の
９
つ

の
市
町
村（
稲
敷
市
、土
浦
市
、石

岡
市
、か
す
み
が
う
ら
市
、小
美
玉

市
、行
方
市
、阿
見
町
、河
内
町
、美

浦
村
）の
ホ
テ
ル
、料
理
店
36
店

舗
で
、
各
種
の
れ
ん
こ
ん
料
理

が
用
意
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

市
内
参
加
店
：
「
朝
日
屋
」
☎

０
２
９
︲
８
９
４
︲
２
１
１
６
、

「
日
本
料
理
さ
ん
す
い
」
☎
０

２
９
︲
８
９
４
︲
３
８
５
０

hphttp://w
w
w
.pref.ibara

ki.jp/bukyoku/sogo/ken
nan/nogyo/special/renk
onfair/top.htm

展
示
・
試
食
会

れ
ん
こ
ん
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る

ホ
テ
ル
、
料
理
店
の
れ
ん
こ
ん

料
理
を
展
示
し
、
自
由
に
食
べ

ら
れ
る
展
示
・
試
食
会
を
開
催

ン
プ
ラ
ン
ト
・
矯
正
・
口
臭
の

悩
み
・
顎
関
節
症
・
歯
周
病
・

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方
な
ど
、

歯
に
つ
い
て
の
悩
み
や
質
問
を

何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
：
11
月
12
日（
日
）午
後
２

時
〜
５
時
／
受
付
電
話
番
号
：

０
２
９
︲
８
２
３
︲
７
９
３
０
、

０
２
９
︲
８
３
５
︲
０
７
３
７

●
茨
城
県
保
険
医
協
会
☎
０
２

９
︲
８
２
３
︲
７
９
３
０

石
綿
業
務
に
従
事
し
た

離
職
者
の
健
康
診
断

茨
城
労
働
局
で
は
、
石
綿
業
務

に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
労
働

者
で
、
石
綿
健
康
診
断
を
受
診

で
き
な
い
退
職
者
に
対
す
る
無

料
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
：
石
綿
業
務
に
従
事
し

た
退
職
者
（
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
／

健
康
診
断
の
内
容
：
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
直
接
撮
影
お
よ
び
問
診

／
申
請
先
：
（
財
）
全
日
本
労

働
福
祉
協
会
茨
城
県
支
部
（
〒

３
１
９
︲
０
２
０
９
笠
間
市
泉
１

６
１
５
︲
１
）☎
０
２
９
９
︲
３

７
︲
８
８
５
５
／
受
付
期
間
：

11
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）

●
茨
城
労
働
局
安
全
衛
生
課
☎

０
２
９
︲
２
２
４
︲
６
２
１
５

案内

an

︲
８
２
８
︲
０
９
６
１
hphtt

p://w
w
w
.kasum

igaura.
pref.ibaraki.jp/

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

学
校
公
開

日
時
：
11
月
23
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
／
内

容
：
午
前
＝
授
業
公
開
、
午
後

＝
情
報
交
換
会
／
対
象
：
午
前

＝
県
南
・
県
西
地
区
に
居
住
し

て
い
る
方
、
午
後
＝
幼
稚
園
・

保
育
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
療

育
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
、
養

護
学
校
職
員
／
参
加
申
込
：
11

月
10
日（
金
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

●
茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

（
稲
敷
郡
阿
見
町
上
長
字
後
山
３
︲

２
）
☎
０
２
９
︲
８
８
９
︲
１

５
５
５
FAX
０
２
９
︲
８
８
９
︲

２
４
１
３
hphttp://w

w
w
.ka

sum
igaura-sd.ed.jp/

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、「
い

い
歯
デ
ー
」（
11
月
８
日
）
に
合

わ
せ
、
歯
科
医
師
に
よ
る
無
料

の
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
、
歯
科
医
師
に
聞
け

な
い
こ
と
・
入
れ
歯
の
こ
と
・

子
ど
も
さ
ん
の
歯
の
悩
み
・
イ
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▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
11月2日（木）	 　、　、　	 東庁舎（分庁舎）

11月9日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎（本庁舎）

11月16日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
11月21日（火）	 　	 	 江戸崎庁舎
11月22日（水）	 　	 	 新利根庁舎
11月24日（金）	 　、　、　	 ふれあいセンター
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。11月13日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪休日診療当番医
11月3日（金）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 青木医院（龍ケ崎）tel.0297-64-3131
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
11月5日（日）	 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
	 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
	 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
	 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
11月12日（日）	竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
	 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
	 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
	 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
11月19日（日）	江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
	 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
	 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
	 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
11月23日（木）	宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
	 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
	 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
11月26日（日）	坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
	 三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください。
▪交通事故相談
日時：12月20日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：
茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123

informationくらしと情報 informationくらしと情報

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 11月27日（月）	午前10時〜
リハビリ体操教室	 11月27日（月）	午後１時〜
太極拳教室	 11月8日（水）	午後1時30分〜
生花教室	 11月16日（木）	午後1時30分〜
手話愛好会	 11月17日（金）	午後7時〜
カラオケ教室	 火・土曜	午後１時30分〜
絵手紙教室	 11月22日（水）	午後1時30分〜
梅さんの落語会	 11月10日（金）	午前10時30分〜
茶道教室	 11月23日（木）	午前10時〜
囲碁教室	 月曜	午後１時〜

発生件数：27（259）
　負傷者：39（333）
　　死者：0（7）
※9月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,944人（-19）
　　男：24,271人（	10）
　　女：24,673人（-29）
世帯数：14,957戸（	19）
※10月1日現在。（	）は前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

今月はありませ
ん。

犬猫引取 11月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場所：
江戸崎庁舎第2駐車場奥／日時：
11月2日（木）、16日（木）、30日
（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪教育相談
教育相談員が、お子さんに関する相談に応じます。
日時：毎週火、水、木曜日・午前9時〜午後5時／場所：新利根庁
舎教育相談室／相談形式：電話相談、来室相談
●稲敷市教育委員会教育相談室tel.0297-87-0121（直通）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：11月16日（木）、28日（火）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：11月16日（木）江戸崎体育館、28日（火）桜川地区児童ク
ラブ室（古渡小内）／時間：午前10時〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
11月2日（木）	 体操遊び講座（2歳〜）	 	 定員20組
11月7日（火）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
11月8日（水）	 育児講座・りすちゃん広場	 	 定員15組
11月16日（木）	 クリスマス製作①（1〜2歳）	 定員15組
11月21日（火）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
11月24日（金）	 クリスマス製作①（2歳〜）	 	 定員15組
11月28日（金）	 クリスマス製作②（1〜2歳）	 定員15組
11月30日（木）	 クリスマス製作②（2歳〜）	 	 定員15組
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
11月8日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
11月16日（木）	 子育て広場	 	 	 定員なし
11月21日（火）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
11月28日（金）	 クリスマス製作	 	 	 定員なし
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
11月7日（火）	 親子体操、保育所の友達と遊ぶ	 定員30組
□あそびのひろば : 桜川保育所tel.029-894-3703
11月22日（水）	 エプロンシアター、人形劇		 定員30組
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3

5

1a

内
の
お
年
寄
り
約
１
３
０
０
人
が
参
加
。

長
年
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
に
感
謝
し
、

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。対
象
者

は
75
歳
を
迎
え
る
男
性
２
２
４
０
名
、

女
性
３
７
８
８
名
の
計
６
０
２
８
名
。

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
た
方
や
長
寿

者
の
方
に
市
長
よ
り
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

4
稲
刈
り
体
験

ゆ
た
か
幼
稚
園
で
は
、
保
育
の
中
に
米

づ
く
り
の
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。５
月
に
植
え
た
苗
が
収
穫
の
時

期
を
迎
え
、
９
月
21
日
に
稲
刈
り
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。園
内
に
設
け
た
広

さ
10
坪
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
に
園
児
が
集
合
。

園
児
の
祖
父
母
約
30
名
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
子
ど
も
た
ち
に
鎌
を
使
っ
た
稲

刈
り
を
教
え
て
い
ま
し
た
。参
加
者
し

た
祖
父
母
の
一
人
は
「
稲
刈
り
を
楽
し

む
孫
の
姿
が
み
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

楽
し
そ
う
で
し
た
。

5
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
の

９
月
21
日
、
交
通
安
全
推
進
員
や
交
通

安
全
母
の
会
、
市
内
の
高
校
生
な
ど
約

１
２
０
名
に
よ
る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン

プ
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。新
米
と
事
故

防
止
の
チ
ラ
シ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
付

し
て
、安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

で・き・ご・と
9-10月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
秋
の
運
動
会

市
内
の
保
育
所
や
学
校
な
ど
で
秋
の
運

動
会
が
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。み
の
り
幼
稚
園
（
表
紙
）
で

は
、
５
歳
児
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
親
子

競
技
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。江
戸
崎
中
学
校
（
写
真
１
ａ
）
で

は
各
団
ご
と
の
応
援
合
戦
が
行
わ
れ
、

一
糸
乱
れ
ぬ
ビ
シ
ッ
と
決
ま
っ
た
応
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。太
田
小
学
校（
写

真
１
ｂ
・
ｃ
）で
は
子
ど
も
た
ち
の
熱
い

リ
レ
ー
に
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

2
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
収
穫
祭

手
賀
組
新
田
の
水
田
で
、
あ
ず
ま
米
産

地
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
る

「
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
収
穫
祭
」

が
９
月
９
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。首
都

圏
の
消
費
者
と
あ
ず
ま
西
小
学
校
の
児

童
を
招
待
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
約
２
０
０
名
が
参
加
。参
加
者

た
ち
は
普
段
手
に
し
な
い
鎌
を
使
っ
て
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
次
々
と
刈
り
取

っ
た
り
、
新
米
の
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば

っ
た
り
と
、
い
ち
早
く
秋
の
恵
み
を
満

喫
し
ま
し
た
。

3
敬
老
会

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
９

月
17
日
江
戸
崎
体
育
館
で
行
わ
れ
、
市

1b1c

2a2b

4
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与作
電話：0297-87-3477
住所：稲敷市中山3692番地（いなし

きガイドマップD6）

営業：午前11時30分〜午後2時、
午後5時〜午後8時
定休：不定（要確認）

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

「
私
は
ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
。今
日
は
苦
手
な
天
ぷ
ら

に
挑
戦
。上
手
に
揚
げ
る
コ
ツ

を
プ
ロ
に
聴
い
て
み
ま
す
ネ
。」

お
店
紹
介

今
月
は
新
鮮
な
お
刺
身
が
自
慢

の
「
与
作
」
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。お
店
は
昭
和
54
年
、
角

崎
に
オ
ー
プ
ン
。北
島
三
郎
の

ヒ
ッ
ト
曲
「
与
作
」
か
ら
店
の

名
前
を
付
け
た
そ
う
で
す
。お

店
の
ご
主
人
は
青
木
博
美
さ
ん
。

プレゼント
与作から読者の方10名に「お食事
券（2000円分）」をプレゼント！
ドシドシご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

今月のお題「私の大好物ベスト3」②郵便

番号、③住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番

号）を書いてご応募ください。
▽応募先：〒300-0595／広報稲敷
「うまいもんプレゼント⑪」係▽締
切：11月17日（金）消印有効。▽注意：
応募は一人一通／当選者には通知
＞レポーターも募集中してま〜す

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
16
回

ズワイガニの鍋やお刺身など、ご宴会用のメニューも豊富に取り揃えています。

お店の一番人気「おまかせ定食」。焼魚、
天ぷら、お刺身などのセットです。

苦手な天ぷらにチャレンジ！衣を冷や
しておくのがポイントですネ。

「
地
元
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ら
れ
ま
し

た
。本
当
に
感
謝
で
す
。も
っ

と
努
力
し
て
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ

る
お
店
に
し
た
い
で
す
ね
。」

お
勧
め
の
料
理
は
？

お
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お

ま
か
せ
定
食
と
宴
会
料
理
。「
お

客
さ
ん
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
」
が
モ
ッ
ト
ー
。お

魚
は
新
鮮
な
天
然
物
、
野
菜
は

国
内
産
の
野
菜
を
使
っ
て
ま
す
。

ま
た
ダ
シ
も
化
学
調
味
料
は
一

切
使
わ
ず
、
利
尻
コ
ン
ブ
と
カ

ツ
オ
節
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

私
は
お
魚
が
大
好
き
な
ん
で
す

が
、
与
作
の
お
魚
は
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
よ
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

細川真希子さん
（荒宿）

稲敷バラエティー

投手　背番号／ 11
生年月日／ 1987年3月4日
経歴／常総学院（２年の時、夏の

甲子園で優勝）

趣味／カラオケ、ボーリング

ー
球
団
の
左
の
エ
ー
ス
と
呼
ば

れ
て
ま
す
が
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
ボ
ー
ル
を
投
げ

て
試
合
が
始
ま
る
。ど
う
し
て

も
注
目
さ
れ
る
し
目
立
ち
ま
す

よ
ね
。そ
れ
故
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
あ
る
け
ど
（
笑
）。そ
ん
な

魅
力
が
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
）
あ

る
ん
で
す
。で
も
、
こ
こ
で
は

プ
ロ
と
同
じ
で
調
子
が
悪
い
と

試
合
に
も
出
し
て
も
ら
え
な
い
。

だ
か
ら
他
の
投
手
陣
は
み
ん
な

ラ
イ
バ
ル
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

ー
欽
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
で
の
欽

ト
レ
は
ど
う
で
す
か
？

こ
の
前
、大
根
の『
間
引
き
』を

し
ま
し
た
よ
。知
っ
て
ま
す
？

１
番
い
い
苗
だ
け
残
し
て
あ
と

は
抜
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。そ

う
す
る
と
い
い
大
根
が
で
き
る

ん
で
す
。で
も
農
作
業
は
本
当

に
疲
れ
ま
す
ね
。腰
に
き
ま
す
。

痛
く
て
痛
く
て
…
…
。収
穫
時

期
（
12
月
上
旬
頃
）
に
試
合
を
し

て
、
そ
こ
で
み
な
さ
ん
に
配
る

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

プ
ロ
を
意
識
し
て
ま
す
ね
。来

年
は
自
分
も
社
会
人
ド
ラ
フ
ト

（
高
卒
の
社
会
人
選
手
は
３
年
以
上

の
キ
ャ
リ
ア
が
必
要
）
の
対
象
に

な
る
の
で
良
い
結
果
を
残
し
て
、

Ｇ
Ｇ
出
身
第
１
号
の
プ
ロ
を
目

指
し
ま
す
。プ
ロ
に
通
用
す
る

選
手
を
輩
出
す
る
こ
と
が
監
督

の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
し
、
球

団
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。何
よ
り
も
、
そ
れ

が
自
分
の
夢
で
す
か
ら
。

選手とファンとの
キャッチボール④

シーケル仁平（仁
にへい
平 翔

しょう
）

予
定
で
す

の
で
楽
し

み
に
し
て

い
て
く
だ

さ
い
。

仁
平
翔
選
手
サ
イ
ン
色
紙

を
３
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
応
募
方
法
／
は
が
き
に

必
要
事
項（
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
）を
明
記
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
▽
応
募
先

／
〒
３
０
０
︲
０
５
９
５

広
報
稲
敷
「
Ｇ
Ｇ
プ
レ
ゼ

ン
ト
⑪
」
係
▽
締
切
／
11

月
17
日
消
印
有
効
▽
当
選

者
に
は
通
知
し
ま
す

池田勝美さん・文紀さん（伊佐津）と
愛犬のタイヨー（雑種／オス／ 4歳）。
「人なつっこい我が家の一員です！」
●掲載希望の方は生活環境課tel.	
029-892-2000（内線4400）まで

犬
は
つ
な
い
で

　
飼
い
ま
し
ょ
う
！

ら
れ
る
専
用
の
も
の
で
は
な

く
、
高
齢
者
で
は
な
い
一
般
の

方
々
の
利
用
を
制
限
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
集
会
室
に
設
置
し

て
い
る
都
合
上
、
集
会
室
の
利

用
状
況
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。事
前
に
集
会
室

の
空
き
状
況
を
ご
確
認
の
う

え
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
器

財
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
利
用

に
際
し
て
の
現
状
・
要
望
・
必

要
性
な
ど
を
勘
案
し
た
う
え
で

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
カ
ラ

オ
ケ
を
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

若
い
世
代
の
人
達
に
も
利
用
さ

せ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。ま
た
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
よ

う
な
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
の
で
す
が
？

▪
市
長
か
ら
の
回
答

江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
カ
ラ

オ
ケ
は
、
市
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好

会
な
ど
の
利
用
が
多
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
特
に
そ
の
利
用
が
限

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す



広報稲敷平成18年11月号　1819　広報稲敷平成18年11月号

	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申し込む。
12月5日（火)	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター	 要予約
12月26日（火）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
12月26日（火）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要申込

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。12月実施分は11月20日（月）から受け付け。
12月7日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
12月7日（木）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
12月8日（金）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 桜川保健センター	 要予約
12月19日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
12月6日（水）	 住民健康相談	 午前10時〜11時	 桜川保健センター	 直接来所

検診
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。
12月3日（日）	 総合健診	 午前7時、8時、9時、10時	 東保健センター	 要予約
12月9日（土）	 総合健診	 午前7時、8時、9時、10時	 ふれあいセンター	 要予約
12月13日（水）	 婦人科検診	 正午〜	 桜川保健センター	 要予約
12月14日（木）	 婦人科検診	 正午〜	 桜川保健センター	 要予約
12月15日（金）	 婦人科検診	 正午〜	 桜川保健センター	 要予約

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
12月20日（水）	 献血	 午前9時30分〜11時30分	 桜川保健センター

インフルエンザ予防接種

市では、インフ
ルエンザ予防接
種の一部公費負
担を行います。
対象者にはイン
フルエンザの予
診票などの書類
を郵送しまし
た。まだ届かな
い場合は健康増

進課までご連絡ください。
対象者
・接種当日に65歳の以上の方
・接種当日に60歳以上65歳未満で、
心臓・腎臓・呼吸器に障害を持ってい
る方（障害1級）

睡眠呼吸障害の講演会

睡眠呼吸障害についての講演会を開催
します。いびきのある方は要注意。睡
眠時の無呼吸が繰り返されると、睡眠

不足や、体内の酸素不足による不整脈、
高血圧、心不全、糖尿病が現れたりし
ます。
▽日時：12月14日（木）午後2時〜▽
場所：東保健センター▽講師：東京医
科大学霞ヶ浦病院・柳生久永先生▽申
込：11月1日（水）〜12月8日（金）に
各保健センターへ電話で申し込む。

なった状態を「メタボリックシンドロ
ーム」といいます。
　このメタボリックシンドロームを放
置しておくと、やがて動脈硬化を引き
起こし、心臓病や脳卒中などの「循環
器病」を発病しやすくなります。

あなたのメタボリック度は？

次の項目のうち当てはまるものはいく
つありますか。
①ウエスト周囲径：男性85cm以上、
女性90cm以上
②血圧：最高血圧130mmHg以上、最
低血圧85mmHg以上
③中性脂肪値：150mg/dl 以上、HDL

コレステロール値40mg/dl 以下
④空腹時血糖値：110mg/dl 以上
①にあてはまれば内臓脂肪型肥満で要
注意。さらに②から④のうち2つ以上
に当てはまる場合、メタボリックシン
ドロームと診断されます。

改善するには？

メタボリックシンドロームは、生活習
慣がとても関係しており、ちょっと改
善するだけで内臓脂肪を減らし防ぐこ
とが出来ます。
　健康増進課では、生活習慣病を予防・
改善するための健診や教室を行ってい
ます。お問い合わせください。

ご存知ですか？
食生活改善推進員〜ヘルスメイト〜

食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）

とは、食生活を通した健康づくりをは
かるボランティア団体です。
　市では112名の推進員の皆さんが
市食生活改善推進員協議会に所属し、
各地区支部ごとにさまざまな活動を行
っています。
　主な活動内容は、厚生省の「健康日
本21」（21世紀における国民健康づくり

運動）を基に、親子料理教室や男性食生
活講座などの各種講習会の開催や、高
齢者配食サービス、検診時の試食サー
ビスなどを行っています。

　また、今年度は会員拡充のため「食
生活改善推進員養成講座」を行ってお
り、今後も更なる活動が期待されてい
ます。

市中央研修会

親子料理教室

食生活改善推進員養成講座

メタボリックってなに？

日本人の死因の
6割以上は、肥
満、高血圧、高
脂血症、糖尿病
などの生活習慣
病によるもの
で、これは、内
臓脂肪型肥満
（内臓に脂肪が蓄

積した肥満）が原
因であることが
分かってきました。
　このような内臓脂肪型肥満によって
さまざまな病気が引き起こされやすく
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江中野球部関東野球大会優勝

9月に山梨県で開催された「第36回関
東少年（中学）野球大会」で、茨城県を
代表して出場した江戸崎中学校野球部
（江戸崎クラブ）（写真1）が優勝を果たし
ました。この野球大会には関東甲信地
方の1都7県の代表8チームが出場。
9月3日に行われた決勝戦では、江中
野球部が栃木代表の石橋クラブを2対
1で破り、優勝旗を勝ち取りました。
　顧問の先生は「江戸崎中野球部の選
手達が、茨城県代表として立派に戦っ
てくれたことがうれしかったです。本
当に頑張ってくれました。」と優勝の
喜びを語っていました。

100mハードルに出場を果たしまし
た。結果は惜しくも予選敗退でしたが、
坂本さんは「目標としていた大会に出
場できてうれしかったです。」とさわ
やかな笑顔を見せてくれました。

栗山涼さん国体出場

栗山涼さん（柴崎・国士舘大学2年／写真

4）が、7月に行われた県民総合体育大
会の陸上男子100mで10秒50の好
成績で見事優勝し、10月に行われた
兵庫国体の成年少年男子共通の4×
100ｍリレーに出場を果たしました。

山下克己さん国体出場

山下克己さん（犬塚本郷／写真5）が兵庫
国体へクレー射撃で出場を果たしまし
た。成年トラップ団体では、ほか2人
とともに出場。229点を獲得し47団
体中24位となりました。また、成年ト
ラップ個人では82点を獲得し141人
中26位と健闘しました。

ドッチ大会沼里が3位入賞

「第3回県子ども会ドッチボール大会」
が9月23日水戸市青柳市民体育館で
開催され、県内22のチームが参加、真
剣勝負が繰り広げられました。市から
は、あずま西ゴールデンズ（あずま西地

区子ども会）と沼里DBC（沼里地区子ども

会）の2チームが初出場。沼里DBC（写

真2）が見事3位入賞を果たしました。

坂本さん陸上全国大会出場

東中学校3年の坂本美樹さん（八筋川／

写真3）が、8月に香川県で行われた全
日本中学校陸上競技選手権大会で女子

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー11月

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 1	 2	 3	 4
	 5	 6	 7	 8	 9	 10	 11
	 12	 13	 14	 15	 16	 17	 18
	 19	 20	 21	 22	 23	 24	 25
	 26	 27	 28	 29	 30

■：市立図書館休館日
江戸崎図書室休室日
毎週月曜日、11月3日（金）、7日
（火）、23日（木）、28日（火）は休室
新利根・桜川図書室休室日
毎週月曜日、10月29日（日）〜
11月7日（火）、23日（木）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

物語」北芝健、「アキハバラ＠DEEP」
石田衣良、「鏡の法則」野口嘉則、「朝が
弱いが治る本」鴨下一郎、「また会いた
くて」SINKA、「ルイーズに訪れた恋
は」ヘレン・シュルマン、「サッカー食」
吉川珠美　ほか

図書室共通

リサイクル本を差し上げます
▽期間：11月3日（金）〜5日（日）の文
化祭期間中　▽場所：各公民館（江戸崎

図書室は江戸崎体育館）　▽数量：冊数
制限無し

▽申込：当日、図書館カウンターへ申
し込む　▽定員70名

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽内容：かちかちやま（大型紙芝居）、お
ふろだいすき（絵本）、手品　▽日時：
11月26日（日）午前10時30分〜

11月の展示
編み物にチャレンジしてみませんか。
編み物が始めての人でも編めるよう
に、ポイントをやさしく解説してくれ
た本や、マフラーや帽子などの編みや
すい毛糸小物を紹介します。だれにで
も簡単にできる、ゆび編みの本も紹介
します。ぜひ挑戦してみてください。

新着資料
「風が強く吹いている」三浦しをん、「牡
丹酒」山本一力、「ブルー･ローズ（上・

下）」馳星周、「邪魅の雫」京極夏彦、「桜
ハウス」藤堂志津子、「ひとかげ」よし
もとばなな、「アンフェアな月」泰建日
子、「恋いちもんめ」宇江佐真理

江戸崎図書室

本の返し忘れはありませんか？
夏休みに借りた本を返し忘れていませ
んか？ご確認ください。

新着図書
「地下鉄に乗って」浅田次郎、「警察裏

市立図書館

文学散歩参加者募集
白樺文学館などを見学
志賀直哉などの白樺派の文人と、我孫
子宿を一
緒に訪ね
てみませ
んか?
日時：12月6日（水）午前8時30分図
書館出発
場所：白樺文学館（我孫子市）

対象：市内在住の方。定員38名（応募

者多数の場合抽選）

参加費：1人1,000円（昼食代、入館料込み）

申込：11月16日（木）(当日消印有効）

までに、往復はがきに必要事項（①住所、

②氏名、③年齢、④電話番号）を記入して
市立図書館（〒300-0736 ／稲敷市八千

石18-1 ／稲敷市立図書館文学散歩係）ま
で。結果は応募者に後日連絡。
注意：1枚のはがきで2名まで申し込
めます。／一人で複数の申込みは不可。
／保険加入のため代理参加は不可。

リサイクル本を差し上げます。
▽日程：11月４日（土）、5日（日）　▽
種類：雑誌、白書、年鑑など　▽数量：
一人5冊まで▽利用カードを確認させ
ていただきます。

子ども映画会
▽題名「ありときりぎりす・鐘をなら
したきじ」　▽日時：11月11日（土）、
12日（日）午後2時〜（上映時間22分）

写真提供：江戸崎中学校

写真提供：栗山

1 2

3 4 5
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図2：台座裏銘文

図1：慈恵大師坐像ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

友
逝
き
て
又
友
逝
き
て
冬
と
な
る	

坂
本
美
園（
戸
張
）

な
だ
ら
か
な
丘
を
揺
ら
し
て
秋
桜	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

神
域
に
近
く
ま
す
ま
す
霧
ふ
か
し	

溝
口
民
城（
高
田
）

荒
れ
畑
の
す
す
き
穂
白
く
輝
け
り	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

新
宮
さ
ま
ご
誕
生
に
沸
く
日
本
の
秋	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

病
葉
の
散
り
て
大
き
く
な
り
し
空	

宮
本
芳
子（
切
通
）

秋
暑
し
応
援
練
習
聞
こ
え
く
る	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

夫
に
熱
少
し
あ
り
し
や
秋
涼
し	

福
本
き
み
え（
新
山
）

母
の
忌
や
黄
菊
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
供
へ	

小
林
文
子（
根
宿
）

母
憶
ふ
庭
の
白
萩
咲
き
初
め
し	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

布
団
干
す
だ
け
で
幸
せ
爽
け
し
や	

根
本
京
子（
高
田
）

涼
し
げ
な
吊
り
橋
高
所
恐
怖
症	

武
部
三
郎（
小
角
）

月
み
む
と
雨
戸
一
枚
閉
め
残
す	

代
静（
犬
塚
）

と
ん
ぼ
う
の
羽
根
に
光
の
あ
つ
ま
れ
り	

篠
田
啓
子（
新
山
）

朝
顔
や
蔓
宙
に
揺
れ
曇
る
日
々	

岡
村
敏
子（
新
山
）

朝
戸
操
る
よ
り
木
犀
の
香
り
く
る	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

よ
き
日
和
つ
づ
き
て
明
け
り
秋
彼
岸	

塚
本
田
鶴
子（
古
渡
）

台
地
よ
り
黄
金
の
稲
田
一
望
す	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

秋
の
蚊
の
容
赦
な
き
か
な
羅
漢
山	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

庭
仕
事
手
伝
う
ご
と
き
昼
の
虫	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

秋
茄
子
の
特
に
鴫
焼
き
好
き
と
言
う	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

う
ろ
う
ろ
と
猫
も
涼
し
さ
求
め
お
り	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

突
然
に
現
れ
し
ご
と
彼
岸
花	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

雨
降
り
の
一
日
こ
も
り
て
煮
込
み
た
る
シ
チ
ュ
ー
の
匂
い
厨
に
漂
う	

内
田
君
代（
沼
田
）

湯
殿
山
の
足
湯
に
ひ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
老
い
ゆ
く
肌
を
隠
し
裾
も
つ	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

お
さ
な
時
の「
お
は
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
れ
ふ
り
返
る
胸
キ
ュ
ン
と
し
て
返
事
戸
惑
う	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

空
砲
の
響
く
つ
か
の
間
群
雀
羽
音
も
荒
く
稲
田
に
沈
む	
坂
本
緑（
鳩
崎
）

書
き
か
け
の
稿
そ
の
ま
ま
に
し
て
受
け
る
セ
ー
ル
ス
電
話
は
舌
打
ち
て
切
る	
根
本
正
直（
門
前
）

浅
漬
け
の
茄
子
と
胡
瓜
は
鮮
や
か
に
朝
の
食
事
は
つ
つ
ま
し
く
摂
る	

松
本
静
子（
西
町
）

一
人
居
の
厨
に
寂
し
さ
募
る
ゆ
え
声
を
し
づ
め
よ
朝
の
山
鳩	

三
島
文
子（
佐
倉
）

体
育
祭
大
人
に
変
わ
る
階
段
の
上
に
い
る
子
も
下
に
い
る
子
も	

山
本
彰
治（
高
田
）

祝
日
に
袴は
か
まの
ひ
も
を
し
め
く
れ
し
母
の
ぬ
く
も
り
今
も
忘
れ
ず	

海
老
原
菊
男（
上
根
本
）

新
聞
に
さ
え
長
々
梅
雨
の
に
ほ
ひ
す
る
蛞な
め

蝓く
じ

ぬ
る
り
と
木こ
っ

端ぱ

の
上
に	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

ア
マ
リ
リ
ス
日ひ

翳か
げ

の
石
の
傍か
た
わら
に
思
い
の
ま
ま
に
向
き
て
咲
き
た
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

足
裏
に
胡き

瓜う
り

の
汁
を
塗
り
な
が
ら
涼り
ょ
うを
と
り
た
る
姑
を
思
い
ぬ	

諸
岡
久
子（
下
太
田
）

子
に
孫
に
継
ぐ
気
な
き
田
は
放
り
投
げ
草
に
埋
る
る
を
横
目
に
通
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

再
検
の
胃
カ
メ
ラ
重
き
胸
這
う
も「
安
心
で
す
」の
女
医
の
一ひ
と

言こ
と	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

賑
わ
い
し
盆
の
座
敷
も
片
付
き
て
風
鈴
鳴
ら
す
は
秋
立
ち
し
風	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

白
菜
の
種
を
蒔
け
れ
ば
か
わ
ゆ
き
芽
見
事
育
て
よ
と
夢
追
う
八
十
路	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

家
中
の
涼
し
き
場
所
に
陣
取
り
て
残
暑
の
午
後
を
猫
眠
り
い
る	

根
本
邦
子（
押
砂
）

青
虫
を
足
で
踏
み
つ
け
蝶
な
ら
ば
殺
さ
ぬ
も
の
を
と
思
ふ
不
思
議
さ	

小
泉
實（
福
田
）

呆
け
ま
じ
と
独
り
居
の
姉
難
解
の
数
独
に
今
日
も
挑
み
て
ゐ
た
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

霧
立
ち
て
何
処
と
見
え
ね
ど
刈
り
跡
に
籾
殻
焼
く
香
の
た
だ
よ
う
夜
明
け	

山
口
朋
子（
結
佐
）

健
康
だ
倒
れ
て
な
る
か
と
大
い
な
る
宇
宙
睨
め
ば
や
る
気
出
て
く
る	

渋
谷
啓
二（
結
佐
）

さ
緑
の
幼
さ
匂
う
栗
の
毬い
が

落
つ
る
は
哀
し
実
り
待
て
ず
に	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

昼
食
の
あ
と
に
飲
む
と
う
養
命
酒
ひ
と
り
住
む
友
含
み
笑
い
す	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

慈
恵
大
師
像

市
内
羽
賀
の
寺
院
に
は
江
戸
時

代
の
仏
師
「
康こ
う

祐ゆ
う

」
が
制
作
し

た
木
造
慈じ

恵え

大だ
い

師し

坐
像
（
図
１
）

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
こ
れ

は
数
年
前
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
未

指
定
有
形
文
化
財
調
査
の
江
戸
崎

地
区
調
査
の
際
に
確
認
さ
れ
ま
し

た
。）

　

像
の
大
き
さ
は
23
・
６
cm
と

小
さ
く
、
台
座
裏
の
銘
文
（
図

２
）
に
よ
り
慈
恵
大
師
（
注
１
）

像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

右
手
首
先
が
欠
失
し
て
い
ま
す

が
、
通
常
の
慈
恵
大
師
像
は
右

手
に
数
珠
、左
手
に
独と
っ

鈷こ

杵し
ょ（

仏

具
の
一
種
）
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

こ
の
像
も
当
初
は
そ
の
よ
う
な

お
姿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

仏
師
名
と
制
作
年
は
像
底
に

記
さ
れ
る
銘
文（
図
３
）に
よ
っ

て
確
認
で
き
ま
す
。そ
の
銘
文

は
次
の
通
り
で
す
。

「
造
進　

日
域
惣
本
家
大
仏
師

左
京
法
眼
康
祐

7

7　

尓
時
延
宝
八

7

7

7

年
庚
申
十
二
月
三
日
」（
△
は
筆

者
、延
宝
八
年
＝
１
６
８
０
年
）

　

さ
ら
に
台
座
裏
の
銘
文
（
図

２
）に
は
、
当
時
、
羽
賀
郷
の
領

主
で
あ
っ
た
阿
部
政
重
が
仏
工

左
京（
康
祐
）に
当
像
の
制
作
を

依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

仏
師
康
祐

で
は
、
こ
の
康
祐
と
は
い
か
な

る
仏
師
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
活
躍
ぶ
り
を
示
し
ま
す
と
、

ま
ず
『
本ほ
ん
ち
ょ
う
だ
い
ぶ
っ
し

朝
大
仏
師
正せ
い

統と
う

系け
い

図ず
な
ら
び
に
ま
つ
り
ゅ
う

并
末
流
』
と
い
う
仏
師
系

図
に
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
京
都
七
条
仏
師
の
系
図

で
、
鎌
倉
時
代
の
運
慶
以
来
の

系
譜
を
引
く
慶
派
仏
師
の
流
れ

が
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
師

の
造
像
事
績
等
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
系
図
に
記
載

さ
れ
る
二
十
六
代
仏
師
が
「
康

祐
」で
す
。

　

七
条
仏
師
は
江
戸
時
代
、
徳

川
幕
府
に
関
わ
る
寺
院
の
仏
像

等
を
多
く
制
作
し
ま
し
た
。康

祐
の
事
績
に
も
徳
川
家
に
関
わ

る
造
像
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
都
上
野
寛
永

寺
の
厳げ
ん

有ゆ
う

院い
ん（

家
綱
）御
尊
牌
や

御
尊
体
、
日
光
輪
王
寺
の
造
像

や
彫
刻
の
修
復
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
な
仏
像
は
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
天

和
元
年
（
１
６
８
１
）
の
紅
葉
山

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
９
回

　
仏
師
康
祐
作
慈
恵
大
師
坐
像

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
正
統
派
仏
師

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
山
本
裕
子

の
仏
像
を
制
作
し
た
よ
う
で
す
。

　

現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
像

に
、
福
岡
県
柳
川
市
福ふ

く

厳ご
ん

寺じ

の

韋い

駄だ

天て
ん

像（
寛
文
十
年
・
１
６
７
０

年
作
）、同
寺
釈
迦
三
尊
像（
延
宝

二
年
・
１
６
７
４
年
作
）、埼
玉
県

行
田
市
清
善
寺
の
釈
迦
三
尊
像

（
延
宝
八
年
・
１
６
８
０
年
作
）な
ど

が
あ
り
ま
す
。最
近
で
は
千
葉

県
鴨
川
市
小
湊
の
誕
生
寺
の
諸

像
を
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
）
に

制
作
し
た
こ
と
が
銘
文
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
注
２
）

　

今
後
も
市
内
羽
賀
近
辺
で
、

康
祐
の
よ
う
に
幕
府
に
関
わ
り

の
あ
っ
た
正
統
派
仏
師
の
仏
像

が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

（
注
１
）
平
安
時
代
の
天
台
宗
の

僧
良
源
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
中

興
の
祖
。一
般
に
は
通
称
の
元が
ん

三さ
ん

大だ
い

師し

の
名
で
知
ら
れ
る
。

（
注
２
）	

天
津
小
湊
町
『
天
津
小

湊
の
神
仏
像
調
査
報
告
書
』
２

０
０
４

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

厳
有
院
四
天
王

像
は
、
そ
の
内

２
体
を
東
京
都

港
区
芝
の
増
上

寺
に
安
置
し
て

現
存
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
康
祐

は
系
図
に
記
さ

れ
て
い
る
事
績

以
外
に
も
多
く

図3：像底銘文



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽今月号からパソコンでの文字入力作業を、「かな入力」から「ローマ字入力」へと変え
てみました。周囲の環境（機器と人）に合わせてのことですが、ワープロの時代から20年以上慣れ
親しんだ「かな入力」からの切り替えは大変で、原稿作成にだいぶ時間が掛かってしまいました。
（喜んだのはパソコンを共用しているG4出と家族。）（坂本）▽どうも最近、肩こりに悩まされています。
寝る前には湿布が欠かせません。（G4出）
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ショッピン
グセンター
パンプ 

えどさき笑遊館（江戸崎甲2711）tel.0
29-892-2117 ／開館時間：午前10
時〜午後5時／休館日：不定休
●問い合わせ：えどさき街創り協同組
合（代表	鴻野）tel.029-892-2908

「えどさき笑遊館」は、地域の人たちの交
流の場として、また、まちに訪れた方のた
めの休憩所や観光案内所として、平成16
年にオープンしました。
　この施設は、古くからある鈴木屋旅館
を改装したもので、戦前の和風建築の落
ち着いたたたずまいを見せています。
　運営管理は、江戸崎市街の50の商店
が加盟している「えどさき街創り協同組
合」。館内には各商店のＰＲ用ボックスコ
ーナーがあり、インターネットを無料で利

用できる２台のパソコンと合わせ、情報
発信ステーションの役割を担っています。
　また、7月に行われた「欽ちゃん劇団」
によるお笑い特別講座を主催したボラン
ティア団体「笑遊の郷」も、この笑遊館の
運営の中から生まれたもので、今後この
場所を拠点に各種のお笑いイベントを計
画していく予定です。
　休憩所には、お茶の無料セルフサー
ビスもあります。江戸崎商店街へお買
い物の際は、ぜひお立ち寄りください。
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